
迅速なアプリケーション・デリバリーのための
ソフトウェア・アセットの管理とコントロール

ハイライト

IBM Rational ClearCase バージョン 7.1

■  充実したリモート・クライアント、並行開発サ
ポート、自動化されたワークスペース管理、
アセットの再利用、およびアクティビティ・
ベースの変更管理により、生産性を向上

■  セキュリティー機能の充実したバージョン管
理および信頼性の高いビルドにより、バグ
の少ない高品質のコードを開発可能

■  個人のワークスペースと共有の統合領域に
より、個人のニーズとチームのニーズのバラ
ンスを確保

■  IDE との統合、オープン・ソースやサード・
パーティー・ツールとの統合、クロスプラット
フォーム・サポート、リモート・アクセス、およ
びオフラインでの使用により、開発の柔軟
性をサポート

■  大規模で地理的に分散した企業と同様
に、小規模なワークグループにも適用可能

生産性を向上させる分散チームの
統合
Rational ClearCaseは、リモート・クライアン

トおよびクロスプラットフォーム・サポートによ

り、分散したチームがより効率的に作業できる

ようにします。強力なパフォーマンスと接続性

は、Rational ClearCaseが非常に大規模なエ

ンタープライズ環境のニーズもサポートでき

ることを意味します。

ユーザー・エクスペリエンスの改善
Rational ClearCase バ ー ジ ョ ン 7.1 は、

Rational ClearQuest® の変更管理機能を統合

した、強化したリモート・クライアントを特徴と

しています。リモート開発者にとっての主要な

クライアントである Rational ClearCaseリモー

ト・クライアントは、開発者に、ワークスペー

スの作成とファイルの変更を行うための、軽

量でありながら機能が豊富なインターフェース

を提供します。また、開発者は、自分のタス

クを表示して、業務において重要な変更管理

機能を実行できます。

ソフトウェア開発やシステム開発を行う組織に

は、いくつかの共通点があります。いくつか

の都市、国、大陸に分散しうるチームのチー

ムワークに依存し、デリバリー方法では、時

間がかかり、エラーの発生しやすい手作業の

数を減らす必要があります。IBM Rational® 

ClearCase®バージョン 7.1は、コラボレーショ

ン、自動化、および柔軟な実装により、ビジネス・

コストの削減、リスクの軽減、高品質ソリュー

ションの開発期間の短縮をもたらし、ビジネス

の IT 効率の向上に貢献します。

この包括的なソフトウェア構成管理ソリュー

ションは、グローバルなチームが作業をより

簡単に調整できるように、強化された集中管

理型のデプロイメント・モデルを提供します。

開発チームは、今までよりも高品質のソフト

ウェアを従来より短期間で提供するという大

きなプレッシャーに直面しています。Rational 

ClearCase は、ソフトウェア・デリバリー・プロ

セスを簡素化し、生産性を向上させることが

できます。

 

図1　ClearCaseリモートクライアント



開発者に単一のユーザー・インターフェース

を提供すると同時に、リモート・クライアント

には生産性を向上させる強力なフィルタリング

機能や詳細なユーザー・プリファレンスが装備

されています。一方で、より良好な調整やコ

ラボレーションに向けてチームを統合するため

にも役立ちます。また、ユーザビリティーの

向上と繰り返し機能の合理化のために、アジャ

イル・プロセス・サポートが追加されました。

異なるプラットフォームのユーザーを接続する

ことで、Rational ClearCaseは異機種混在環

境およびクロスプラットフォーム開発をサポー

トし、分散したチーム・メンバーがプラット

フォームが異なっていてもコラボレーションで

きるようにします。仮想的に、IBM System z®、

Microsoft® Windows®、Linux®、および UNIX®

環境など、任意の開発環境で開発することが

できます。組織は、サーバー側で、ソフトウェ

ア・アセットを格納するためにサポートされる

さまざまなプラットフォームを選択できますが、

その一方で、ユーザー自身やチームのメンバー

は好みの統合開発環境 (IDE)での作業を続行

できます。

メインフレームにおける投資の活用
Rational ClearCaseでは、単一のソリューショ

ンによって、チームは分散環境やメインフレー

ム環境を容易に管理できます。強力なパフォー

マンスと接続性により、Rational ClearCase 

は非常に大規模なエンタープライズ環境の

ニーズもサポートできます。また、開発者にとっ

ては、複数の IDE との統合が強化されたこと

で、ユーザーが期待してきた柔軟性が実現さ

れています。

 

いつでも、どこでも、アクセス可能
Rational ClearCaseは、さまざまな環境およ

び場所から簡単にアクセスできます。デスク

トップ・クライアント、リモート・クライアント

を使用して、開発者はセキュリティー機能の充

実した、バージョン管理されたオブジェクトに、

事実上、世界中のどこからでもアクセスでき

ます。

Rational ClearCaseは、Rational Application 

Developer for WebSphere®環境、オープン・

ソースの Eclipseフレームワーク、および 

Microsoft Visual Studioなどの先進的な IDE と

統合可能なため、開発チームは好みの環境で

作業することができます。

ニーズに合わせた拡張
Rational ClearCaseは、単一の場所で働く小

規模なワークグループ、複数の地域に広範

囲に分散しているチーム、または多数のチー

ムおよび場所で構成される大規模な企業を

サポートする強力なパフォーマンスおよび接

続性を提供します。言い換えれば、Rational 

ClearCaseは企業の成長に合わせて拡張でき

る柔軟性を備えているため、ニーズの変更に

合わせて新しいツールを導入する必要があり

ません。

コストを削減し、開発期間を短縮
するソフトウェア・デリバリーの
自動化
Rational ClearCaseバージョン 7.1は、時間が

かかり、エラーの発生しやすい手動の開発ア

クティビティを自動化することで、開発者およ

び管理者が、よりビジネス価値の高い作業に

時間をかけられるようにします。

 

高度なバージョン管理の実現
Rational ClearCaseを使用することで、正

しい成果物の正しいバージョンで作業してい

ることを確信できます。Rational ClearCase 

は、ソース・コード、ライブラリー、文書、バ

イナリー、Web成果物、および実質的にデ

ジタル・コンテンツとして示すことができるす

べてのプロジェクト成果物を管理します。ま

た、ディレクトリー、サブ・ディレクトリー、お

よびすべてのファイル・システム・オブジェク

トのバージョン管理を行います。開発者は、

Rational ClearCaseのバージョン・ツリーを表

示するだけで、作業しているバージョン、ブラ

ンチ、およびファイルを確認できます。さらに、

Rational ClearCaseには、以前のバージョン

を削除し、ブランチを作成および削除し、バー

ジョン履歴を一覧表示し、バージョンの比較と

マージを行うことができる高度な機能があり

ます。

並行開発
Rational ClearCaseは、並行開発を幅広くサ

ポートするため、開発者は、より簡単に競合を

解消し、混乱を削減して、同じコード・ベース

またはリリースで作業することができます。さ

らに、並行開発サポートにより、複数のプロジェ

クトに同時に資金を投入し、完了時期に応じて、

各プロジェクトをどのようにリリースするかを

決めることができます。自動ファイル・ブラン

チ機能は、特定の変更やバージョンを分離し、

同じチームおよび異なるチームの複数の開発

者が同じコード・ベースから独立して作業でき

るようにします。開発および統合ストリーム・

モデルは、開発者がコード変更をデリバリーす

る時期や方法を定義します。また、実績のあ

るマージおよび差分機能は、競合しない変更

を受け入れ、競合する変更は迅速に解消する

ように強調表示します。 



個人用ワークスペースの管理
Rational ClearCaseを使用すると、個人用

ワークスペースを詳細に管理し、さまざまな

種類の開発アクティビティに必要とされる正確

なファイルおよびディレクトリー・バージョンに

シームレスにアクセスできます。また、2 種類

のビュー、すなわち仮想ワークスペースが使

用できます。動的ビューは、大規模なワーク

スペースへの即時アクセスを実現します。従

来のように、コピー・ベースのワークスペース

を設定するコストや手間は不要で、ネットワー

ク上の複数バージョンの要素に透過的にアク

セスできます。スナップショット・ビューは、コ

ピー・ベースのワークスペースを提供します。

これにより、会社のネットワークに接続されて

いない場合も、ファイルのローカル・コピーに

対する作業を続行できます。また、再接続し

た場合に変更内容も容易に同期できます。開

発チームは、設定やプロジェクトのニーズに基

づいて、ビューを組み合わせることができま

す。

アクティビティ・ベースの変更管理
の使用
Rational ClearCaseおよび Rational ClearQuest

変更管理製品を連携すると、ソフトウェア・ア

セットに対する変更をアクティビティとして定義

および管理できます。一元化された変更管理

機能により、Rational ClearCaseのファイル・

バージョンは論理アクティビティにグループ化

されて、Rational ClearQuestの変更依頼に関

連付けられます。このアクティビティ・ベース

のアプローチにより、個別のファイルを管理す

るのではなく、タスク・レベルで作業を管理で

きます。障害および提案されたプロジェクト変

更などの開発イベントが、特定のファイル、バー

ジョン、ベースライン、またはリリースにどの

ような影響を与えるかを示す包括的なビュー

も使用できます。

ビルドおよびリリースの管理
ビルドおよびリリース管理プロセス全体を

自動化するために、Rational ClearCaseを

Rational Build Forge®と統合できます。Rational 

Build Forgeは、Rational ClearCase リポジト

リーを常に監視し、変更が発生した場合や、

またスケジュールどおりの場合も、ビルドを実

行します。この自動化されたビルド機能は、コ

ンパイルや統合の問題を追跡するために必要

な時間を大幅に短縮します。また、下流のテ

ストおよび開発アクティビティを遅延させる可

能性があるエラーも削減します。

継続的なプロセスの改善と
ガバナンスの促進を可能にするため
の洞察
Rational ClearCaseでは、プロジェクトのアセッ

トおよびステータスにチームがリアルタイムか

つ一元的にアクセスできるため、既存のプロ

セスを改善する方法が明確になります。

セキュリティー機能が充実した環境
でのバージョンの管理
Rational ClearCaseは、セキュリティー機能が

充実した方法で開発アセットを取得し、バージョ

ン管理が行える、堅固で集中管理されたリポ

ジトリーを提供します。アクセス制御は、許可

された個人のみが変更を行えるようにします。

ユーザー認証は、オペレーティング・システム

の認証メカニズムや、業界標準の Lightweight 

Directory Access Protocol(LDAP)によって実

行されるため、リポジトリーに誰がアクセスし

ているかを常に把握できます。ユーザー・ベー

スおよびグループ・ベースの権限をサポートす

ることで、ファイルおよびディレクトリーへの

アクセスを制限します。

Rational ClearCase オブジェクト (ブランチ、

ラベル、エレメント、およびメタデータ )には、

ユーザー・ベースのロックが使用できます。プ

ログラムによる認証は、実行される処理に基

づいて発生します。

ビルドの監査
Rational ClearCase は、ガバナンスへの取り

組みを支援する効果的なビルド監査機能を備

えています。これは、編集、ビルド、デバッ

グのサイクルを合理化し、ソフトウェア・バー

ジョンの正確な再現に役立ちます。また、

Rational ClearCaseでは、開発者が再利用で

きるビルドされたオブジェクトを自動的に識別

したり、複数のビューから共有するための詳

細なソフトウェア部品表を生成できます。依存

関係を検出し、派生オブジェクトを可能な限り

再利用し、詳細なビルド監査証跡を作成する

ことで、Rational ClearCaseはソフトウェア・

バージョンの再現性を確実にします。

図2　ClearCaseエクスプローラー
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レポートによる知見の改善
Rational ClearCaseを強化されたレポート機能

を持つ Rational ClearQuestと統合できます。

この機能には、複数のレコード・タイプおよび

データ・ソースにわたるレポートを作成できる

レポート・デザイナーが装備されています。さ

らに、要約チャートおよび詳細な親子関係を

持つドリルダウン・レポートを作成できるように

なりました。また、業界標準の検索機能によ

り、検索エンジンのように条件を指定して情報

に迅速にアクセスすることができます。これに

より、業務への知見を深め、プロセスを改善

する機会が拡大します。

 

IBM Rational Lifecycle Package 

with ClearCaseソリューションの
活用
ベスト・プラクティスを一貫して活用し、情

報や成果物をチーム全体に効率的に伝達し、

変更による影響を分析および管理してビジ

ネスの生産性を向上させるために、IBMは

Rational Lifecycle Package with ClearCaseソ

リューションを作成しました。このバンドルに

は、Rational ClearCase、Rational ClearQuest、

Rational Method Composer および Rational 

RequisitePro®が含まれ、大規模から小規模ま

で、幅広い企業をサポートします。Rational 

ClearCase バージョン 7.1 は、単独またはこの

バンドルの一部として、コラボレーション、自

動化、およびレポート作成の機能によってビジ

ネス目標の達成をサポートする拡張機能を提

供します。

追加情報
IBM Rational ClearCaseバージョン 7.1の詳

細については、IBM 担当員または IBM ビジネ

ス・パートナーにお問い合わせいただくか、以

下にアクセスしてください。

ibm.com/jp/software/rational/products/scm/

cc/


